
令
和
七
年
八
月
十
日
黒
地
蔵
縁
日
に
つ
い
て 

覚
園
寺
の
慰
霊
行
事
に
、
毎
年
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
も
覚
園
寺
自
身
も
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
行
事
を
準
備
い
た
し
ま
す
。 

左
記
条
件
の
も
と
、
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

八
月
十
日 

午
前
〇 れ

い

時
～
正
午

し
ょ
う
ご

ま
で
の
十
二
時
間
ご
参
拝
い
た
だ
け
ま
す
。 

一
．
暑
中
で
す
。
水
筒
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

一
．
自
家
用
車
で
の
来
寺
は
お
止
め
く
だ
さ
い
。
（
覚
園
寺
駐
車
場
は
、
今
回
も
完
全
閉
鎖
と
し
ま
す
。
） 

 
 

尚
、
自
転
車
等
の
駐
輪
場
所
は
例
年
通
り
ご
用
意
し
ま
す
。 

一
．
朝
粥
等
も
出
店
予
定
で
す
。 

一
．
台
風
等
の
天
候
に
合
わ
せ
参
拝
条
件
を
変
更
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
変
更
の
場
合
は
、 

八
月
九
日
午
前
中
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。 

以
上 

 

「亡
く
な
ら
れ
た
方
の
葬
祭
で
、
お
別
れ
が
十
分
で
き
た
か
心
配
で
す
。
」と
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

大
丈
夫
で
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、
こ
の
世
に
残
さ
れ
た
私
た
ち
が
、
「よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
」を
願
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
私
た
ち
が
生
き
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
思
い
つ
づ
け
れ
ば
、
追
悼
供
養
す
る
機
会
は
ご
ざ
い
ま
す
。 

覚
園
寺
の
黒
地
蔵
縁
日
（黒
地
蔵
盆
）も
そ
の
機
会
の
一
つ
で
す
。 

新
盆
を
迎
え
ら
れ
る
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
帰
省
で
き
な
い
方
や
亡
く
な
っ
た
あ
ら
ゆ
る
命
へ
の
追
悼
の
お
気
持
ち
が 

あ
る
方
は
、
宗
派
・戒
名
・俗
名
を
問
わ
ず
、
ご
供
養
を
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
心
に
寄
り
添
っ
て
一
年
間
、  

黒
地
蔵
尊
の
前
に
塔
婆
を
立
て
ご
供
養
致
し
ま
す
。 

メ
ー
ル
やF

A
X

で 

事
前
申
し
込
み
も
受
付
け
ま
す
。 

 

覚
園
寺 

黒
地
蔵
施
餓
鬼 

供
養
塔
婆 

一
基 

三
〇
〇
〇
円 

鎌
倉
二
階
堂 

覚 

園 

寺 
 
 
 

 

WEB ページ 

かくおんじ

WEB ペ ー

ジ 


